
振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 91,541人 （＋132人）
男  …… 47,531人 （＋73人）
女  …… 44,010人 （+59人）

世帯 …… 43,160世帯 （＋98世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
令和元年（2019年）７月１日現在

前月比
埼玉県知事選挙／参議院議員通常選挙投・開票結果 �●❷
幼児教育・保育の無償化／水害・土砂災害の防
災情報 � ●❸
介護予防で元気アップ！／ご存じですか？八潮
市消費生活センター � ●❹
生涯学習学校開放講座／市民まつり模擬店・物産展示
即売会出店者の募集 ／手代橋の今後の利用方法 � ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集 �  ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ � ●❿
各種無料相談／８４０伝言板 � ●⓫
ハッピーこまちゃんLINEスタンプ／いきいきやし
お写真館／やしお八つの野菜de健康レシピ � ●⓬

投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

（
関
連
記
事
２
面
に
）

投
票
日
は

８
月
２5
日
㈰

　
８
月
２５
日
㈰
は
埼
玉
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し

ょ
う
。物

選
挙
管
理
委
員
会
☎
奮
２
６
４

埼
玉
県
知
事
選
挙

八潮の夏だ！夜市だ！ 
　　盆踊り大会だ！
八潮の夏だ！夜市だ！
　　盆踊り大会だ！２０１９２０１９

物商工観光課☎奮202

　７月26日㈮、やしお駅前公園、つくばエクスプレス八潮駅構内および八潮メセナ・アネックスで「八潮の夏だ！夜市だ！盆踊り
大会だ！2019」が開催され、約45,000人の来場者でにぎわいました。
　夜市では、盆踊り大会をはじめ、模擬店、縁日コーナー、プラレール・Nゲージ鑑賞や枝豆感謝祭などさまざまな催しが行われました。

　

毎月10日発行

住みやすさナンバー1のまち　八潮

左の2次元コードから

月号
「八潮市公式ホームページ」へアクセスできます。
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八潮市役所　☎048-996-2111

（2）No.825広報 令和元年（2019年）8月10日

腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

投
票
で
き
る
方

　

〈
住
所
要
件
〉

・
令
和
元
年
５
月
７
日
ま
で
に
、

転
入
の
届
出
を
行
い
、
３
カ
月
以

上
住
民
登
録
の
あ
る
方

〈
国
籍
・
年
齢
要
件
〉

・
日
本
国
民
で
、
平
成
13
年
８
月

26
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

持
ち
物

●
投
票
所
入
場
整
理
券

　
投
票
所
入
場
整
理
券（
は
が
き
）

は
８
月
上
旬
か
ら
順
次
発
送
し
て

い
ま
す
。
貼
り
あ
わ
せ
方
式
で
、

は
が
す
と
１
通
に
最
大
３
人
分
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
投
票
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ご

自
分
の
投
票
所
入
場
整
理
券
を
切

り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

運
転
免
許
証
・
保
険
証
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
で
、
本
人
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
制
度

　
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
、
選
挙
期
間
中
、
八
潮
市
以

外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る

方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在
者

投
票
を
行
う
に
は
、「
投
票
用
紙
」

や
「
投
票
用
封
筒
（
外
封
筒
、
内

封
筒
）」
の
交
付
請
求
が
必
要
で

す
。
ご
自
分
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
不
在
者
投
票　
宣
誓
書
兼

請
求
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
施
設
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　
指
定
さ
れ
た
病
院
や
施
設
な
ど

に
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
て
、

投
票
所
ま
で
行
け
な
い
方
は
、
病

院
長
な
ど
に
申
し
出
る
と
、
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

〈
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持

者
、
ま
た
は
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
方
で
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。
詳
し
い
交
付
要

件
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
郵
便
投
票
の
代
理
記
載
〉

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
方
の
う
ち
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

が
い
の
程
度
が
１
級
と
記
載
さ
れ

て
い
る
な
ど
の
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た

代
理
記
載
人
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
い
ず
れ
の

場
合
も
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、

選
挙
期
間
前
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〈
郵
便
投
票
用
紙
の
請
求
〉

　
す
で
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
が

あ
る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
投
票

用
紙
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
そ
の
投
票
用
紙
請
求
書
と
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
請
求
期
限
は
、
８
月
２１
日
㈬
午

後
５
時
必
着
で
す
。

代
理
投
票・点
字
投
票

　
字
を
書
く
の
に
不
便
を
感
じ
る

方
、
視
力
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

埼
玉
県
知
事
選
挙

８
月
２５
日
（日）

場所 期間 時間

市役所 １階ロビー ８月 ９日㈮~２４日㈯ 午前 ８時３０分～
午後 ８時

八潮市民文化会館駅前分館
（八潮メセナ・アネックス） ８月１７日㈯~２４日㈯ 午前 ８時３０分～

午後 ７時

※投票場所により、投票期間・時間が異なりますのでご注意ください。
※�八潮市民文化会館駅前分館（八潮メセナ・アネックス）は駐車場・駐輪場がありませんので、
公共交通機関または最寄りの有料駐車場・駐輪場をご利用ください。

　
８
月
２５
日
㈰
は
、
埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

物
選
挙
管
理
委
員
会
☎
奮
２
６
４

物
選
挙
管
理
委
員
会
☎
奮
２
６
４

　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行くことができない方は、期日前投票
をご利用ください。
　投票所入場整理券の裏面に期日前投票に必要な期日前投票用宣誓書兼請求
書が印刷されています。事前に記入してお持ちいただくとスムーズに投票を
行うことができます。

期日前投票

投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
代
理
投
票
、
点
字
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
代
理
投
票
は
、
選
挙
人
の
指
示

す
る
候
補
者
の
氏
名
を
代
理
投
票

補
助
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
記
載

し
ま
す
。
ま
た
、
視
力
に
障
が
い

の
あ
る
方
は
、
投
票
用
紙
に
点
字

で
、
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

政党名 市内得票数 県内得票数

日本共産党 3,037 .229 293,786 .282 
自由民主党 9,591 .699 873,762 .472 
オリーブの木 93 .031 7,554 .430 
社会民主党 348 .000 44,100 .492 
公明党 5,847 .203 403,601 .270 
国民民主党 1,274 .437 145,141 .731 
日本維新の会 2,324 .000 203,663 .667 
幸福実現党 135 .000 10,169 .000 
立憲民主党 4,437 .758 578,880 .361 
労働の解放をめざす労働者党 32 .000 2,701 .293 
NHKから国民を守る党 948 .000 68,685 .489 
安楽死制度を考える会 204 .000 18,997 .000 
れいわ新選組 1,312 .636 132,831 .102 

合　計 29,584 .993 2,783,874 .589 
無効票 693 60,765 
不受理・持ち帰り 0  186 

投票結果
市内 県内

投票者数（人） 30,278 2,844,831 
当日有権者数（人） 74,323 6,121,021 
投票率（％） 40.74 46.48 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

�

投
・
開
票
結
果

７
月
21
日
㈰
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

比例代表｜届出順 埼玉県選挙区｜届出順

候補者氏名 市内得票数 県内得票数

　ししど　ちえ 2,107 244,399 

◎伊藤　岳 3,537 359,297 

◎矢倉　かつお 7,256 532,302 

　沢田　良 2,437 204,075 

　さめじま　良司 220 21,153 

◎くまがい　裕人 4,140 536,338 

◎古川　俊治 8,628 786,479 

　小島　一郎 239 19,515 

　佐藤　恵理子 1,061 80,741 

合　計 29,625 2,784,299 

無効票 663 60,717 

不受理・持ち帰り 0  43 

投票結果
市内 県内

投票者数（人） 30,288 2,845,047 
当日有権者数（人） 74,323 6,121,021 
投票率（％） 40.75 46.48 

◎＝当選者
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警戒レベル５相当情報

はん濫発生情報
大雨特別警報など

警戒レベル４相当情報

はん濫危険情報
土砂災害警戒情報など

警戒レベル３相当情報

はん濫警戒情報
洪水警報など

　
10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
お
知
ら
せ

無
償
化
の
対
象
と
な
る

子
ど
も
・
施
設
な
ど

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
と
な
る
子
ど
も
・
施
設
な
ど

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

「
子
育
て
の
た
め
の
施

設
等
利
用
給
付
認
定
」

の
手
続
き

　「
②
従
来
型
の
私
立
幼
稚
園
」

の
預
か
り
保
育
お
よ
び
「
③
認
可

外
保
育
施
設
な
ど
」
の
無
償
化
の

対
象
と
な
る
た
め
に
は
「
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
認

定
」
と
あ
わ
せ
て
、
次
の
「
保
育

を
必
要
と
す
る
事
由
」
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、「
保
育
の
必
要
性

の
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居
の

方
が
、
就
労
（
就
労
時
間
が
月
64

時
間
以
上
）、
妊
娠
・
出
産
、
保

護
者
の
疾
病
・
障
が
い
、
同
居
親

族
の
介
護
・
看
護
、
災
害
復
旧
、

求
職
活
動
、
就
学
な
ど
に
よ
り
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
受
付
期
間
や
必
要
書
類
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
施
設
で
配
布
す
る

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
関

す
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
腹
８
月
13
日
㈫
～
30
日
㈮

複
保
育
課

弗
申
請
書
、
必
要
書
類
（
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由
が
確
認
で
き
る

勤
務
証
明
書
な
ど
の
書
類
）

※
申
請
書
類
は
、
保
育
課
窓
口
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

※
勤
務
証
明
書
な
ど
の
取
得
に
は

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
の
状
況
や
世
帯
構
成
に
よ

っ
て
提
出
す
る
書
類
が
異
な
り
ま

す
。無

償
化
の
対
象
と

な
ら
な
い
費
用

　
通
園
送
迎
費
・
給
食
費
・
行
事

費
・
教
材
費
・
制
服
代
・
延
長
保

育
料
な
ど
の
「
実
費
で
徴
収
す
る

費
用
」
は
、
引
き
続
き
保
護
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費

用
が
こ
れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
た
場
合
は
、
10
月
か
ら
新
た

に
実
費
徴
収
と
な
り
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
な
ど

の
設
置
者
の
方
へ

　
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
の
利
用

料
の
無
償
化
に
は
、
事
前
の
確
認

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
保
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

呼びかけの一例
（警戒レベル4・避難勧告）

警戒レベル 住民がとるべき行動 避難情報等

警戒レベル5
（市が発令）

既に災害が発生している状況。
命を守るための最善の行動をとる。 災害発生情報

警戒レベル4
（市が発令）

全員避難をする。
避難場所までの避難はかえって危険と判断す
る場合は、近くの安全な場所や自宅内のより
安全な場所へ避難するなど緊急の避難をする。

避難勧告
避難指示（緊急）

警戒レベル3
（市が発令）

避難に時間を要する人（高齢の方、障がいの
ある方、乳幼児など）とその支援者は、避難
をする。
その他の人は避難の準備を整える。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル2
（気象庁が発表）

避難に備え、避難場所や避難経路、避難のタ
イミングなど、自らの避難行動を確認する。 注意報

警戒レベル1
（気象庁が発表）

防災気象情報などの最新情報に注意して、災
害への心構えを高める。 早期注意情報

　水害・土砂災害について、避難情報と防災気象情報が５段階に整理されました。警戒レベル3以上が発令され
たら、地域で声をかけあい、落ち着いて避難行動をとりましょう。

■�緊急放送、緊急放送、警戒レ
ベル4、避難開始。

■こちらは、八潮市です。
■�〇〇地区に洪水に関する警戒

レベル4、避難勧告を発令し
ました。

■�△△川が氾濫するおそれがあ
る水位に到達しました。

■�〇〇地区の方は、速やかに全
員避難を開始してください。

■�避難場所への避難が危険な場
合は、近くの安全な場所に避
難するか、屋内の高いところ
に避難してください。

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わりました

警戒レベル4で全員避難
物危機管理防災課☎奮３０５

警戒レベル相当情報
は、住民が自主的に避
難行動をとるために
参考とする情報です。

※事態が急変した場合など、段階を踏んで発令できない場合もあります。

防災気象情報
（警戒レベル相当情報） 防災行政無線

※国土交通省、気象庁、都道府県が発表

表　無償化の対象となる子ども・施設など　※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
①認可保育施設など
保育所（園）、認定こども園、
新制度に移行した幼稚園、
小規模保育施設、企業主導型
保育事業（標準的な利用料）

②従来型の私立幼稚園 ③認可外保育施設など
認可外保育施設、一時預かり、病児
保育、ファミリー・サポート・セン
ター（送迎のみの利用を除く）

④障がい児通園施設
児童発達支援、医療型児童
発達支援・居宅訪問型児童
発達支援・保育所等訪問支
援など

〈入園している場合〉 〈預かり保育を利用している場合〉

０
～
２
歳
児

対象 住民税非課税世帯の子ども 市から「保育の必要性の認定」を受
けた住民税非課税世帯の子ども 住民税非課税世帯の子ども

利用料 無償 月額上限42,000円まで無償 自己負担分が無償

３
～
５
歳
児

対象 該当するすべての子ども 入園時期に合わせて
満 3歳から

市から「保育の必要性の認
定」を受けた子ども

市から「保育の必要性の認定」を受
けた子ども 該当するすべての子ども

利用料 無償
通常の教育時間分を
月額上限25,700円ま
で無償

左記の金額に加え、預かり
保育分として利用日数と利
用実態に応じて月額上限
11,300円まで無償

月額上限37,000円まで無償
※ただし、②の施設を利用している
場合は、11,300円から預かり保育分
として無償化される額を差し引いた
額を月額上限とする

自己負担分が無償

認定の手続き 不要 「子育てのための施設等利用給付認定」 の手続きが必要 不要

問い合わせ 保育課☎奮４８０ 教育総務課☎奮３７７
認可外保育施設、一時預かり＝保育
課☎奮４８０
病児保育、ファミリー・サポート・
センター＝子育て支援課☎奮８３９

障がい福祉課☎奮４２８

「
❸
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
」を

 

利
用
し
て
い
る
方
の
手
続
き

「
❷
従
来
型
の
私
立
幼
稚
園
」を

 

利
用
し
て
い
る
方
の
手
続
き
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ
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架空請求のはがきや封書に注意！！

６５
歳
か
ら
の�

�
�

健
康
づ
く
り

①
若
返
る
ぞ
！
シ
ニ
ア
体
操
教
室

●
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

腹
９
月
２０
日
～
１１
月
２９
日
（
１０
月

４
日
・
１８
日
、
１１
月
８
日
を
除
く

毎
週
金
曜
日
・
全
８
回
）　

午
前

１０
時
～
１１
時
３０
分

払
１００
人

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

腹
９
月
１０
日
～
１１
月
１９
日
（
９
月

１７
日
、
１０
月
２２
日
、
１１
月
５
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日
・
全
８
回
）　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

払
４０
人

●
ゆ
ま
に
て

腹
９
月
１８
日
～
１１
月
２７
日
（
１０
月

２
日
・
２３
日
、
１１
月
１３
日
を
除
く

毎
週
水
曜
日
・
全
８
回
）　

⑴
午

後
１
時
３０
分
～
３
時
、
⑵
午
後
３

時
１５
分
～
４
時
４５
分

払
各
４０
人

●
八
條
公
民
館

腹
９
月
１２
日
～
１１
月
１４
日
（
９
月

２６
日
、
１０
月
１７
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
・
全
８
回
）　

午
前
１０
時
～

１１
時
３０
分

払
８０
人

●
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス

腹
９
月
４
日
～
１１
月
２０
日
（
９
月

１１
日
・
２５
日
、
１０
月
１６
日
、
１１
月

１３
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
８

回
）　
⑴
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分
、

⑵
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

払
各
６０
人

●
資
料
館

腹
９
月
１２
日
～
１１
月
１４
日
（
９
月

２６
日
、
１０
月
１７
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
・
全
８
回
）　

⑴
午
後
１
時

３０
分
～
３
時
、
⑵
午
後
３
時
１５
分

～
４
時
４５
分

払
各
４０
人

②
介
護
予
防
健
康
体
操
教
室

腹
９
月
１０
日
㈫
・
１９
日
㈭
、
１０
月

１
日
㈫
・
１５
日
㈫
・
２１
日
㈪
、
１１

月
５
日
㈫
・
１８
日
㈪
・
２８
日
㈭　

⑴
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分
、
⑵
午

後
１
時
～
２
時
３０
分
、
⑶
午
後
３

時
～
４
時
３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

払
各
４０
人

―
①
②
共
通
―�

�

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方�

�

淵
専
門
の
指
導
員
に
よ
る
運
動
の

実
技
指
導
や
自
宅
で
で
き
る
運
動

紹
介
と
実
技
、
運
動
継
続
の
ア
ド

バ
イ
ス�

�

弗
室
内
用
運
動
靴（
八
潮
メ
セ
ナ・

ア
ネ
ッ
ク
ス
、資
料
館
は
不
要
）、

飲
み
物
、
タ
オ
ル�

�

沸
無
料�

�

仏
８
月
１９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
で
長
寿
介
護
課

へ�
�

▼
往
信
裏
面
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、希
望
す
る
会
場
と
時
間（
第

２
希
望
ま
で
）
を
記
入�

�

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選�

�

※
他
会
場
の
体
操
教
室
お
よ
び
健

康
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
教
室
と
の
、
同

時
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
健
康
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
教
室

腹
９
月
１３
日
～
１１
月
２２
日
（
９
月

２７
日
、
１０
月
２５
日
、
１１
月
８
日
を

除
く
毎
週
金
曜
日
・
全
８
回
）　

午
前
１０
時
～
正
午

淵
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
気
軽
に
取
り
組

め
る
栄
養
の
工
夫
と
運
動
な
ど

弗
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

沸
無
料

④
お
口
の
健
康
教
室

腹
１１
月
１２
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

淵
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
の

指
導
・
口こ

う

腔く
う

体
操
・
唾
液
腺
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど

弗
タ
オ
ル

沸
無
料

⑤
お
い
し
く
食
べ
よ
う
栄
養
教
室

腹
９
月
２６
日
㈭
、
１０
月
１６
日
㈬
、

１１
月
２５
日
㈪
、
１２
月
１７
日
㈫　
午

前
１０
時
～
午
後
０
時
３０
分

淵
管
理
栄
養
士
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の
講
話
や

調
理
実
習

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

沸
５００
円
（
食
材
料
費
）

―
③
～
⑤
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方�

�

払
各
２０
人
（
申
込
順
）�

�

仏
８
月
１５
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿

介
護
課
（
☎
焚
４
０
８
）
へ

40
歳
か
ら
の�

�
�

健
康
づ
く
り

骨
骨
運
動
教
室

腹
９
月
１７
日
㈫
、
１０
月
３１
日
㈭
、

１１
月
２５
日
㈪
、
１２
月
２０
日
㈮　
午

前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

淵
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
転
倒

予
防
体
操
と
講
話

弗
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

払
各
４０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

　
市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
、
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
０
８

八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
た
め
の
身
近
な
消
費
生
活
相
談
の
窓
口
で
す
。

物
商
工
観
光
課
☎
奮
３
３
６

介
護
予
防
で
元
気
ア
ッ
プ
！

末
年
始
を
除
く
）　

午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

複
八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
）
※
商
工
観
光
課
で

受
付
後
、
ご
案
内
し
ま
す
。

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
で
活
動
を
行
う
団
体

　

な
お
、
身
近
な
相
談
事
例
は
、

広
報
や
し
お
の
「
く
ら
し
の
豆
知

識
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
平
成
３０
年
度
相
談
内
訳

【
相
談
件
数
】
４２３
件
（
う
ち
、
セ

ン
タ
ー
が
事
業
者
と
交
渉
し
解
決

し
た
件
数
が
６８
件
）

【
主
な
相
談
内
容
】　

〇
特
殊
詐
欺
の
は
が
き

○
借
金
、
債
務
関
係　

〇
雨
ど
い
・
屋
根
修
理
工
事

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約　
　
な
ど

「だまされないぞ！～悪質商法から
身を守る～」というテーマで消費生
活に関する出前講座を行っています。
　八潮市消費生活センターの相談員
などが講師となり、最近の相談事例
を交えて解説します。講座の内容は、
若者または高齢者向けなど、参加対
象者に合わせて調整することができ
ます。
　悪質商法や契約のトラブルについ
て、どのようなことに注意すれば良
いか、対処法を知ることでトラブル
を未然に防げることもあります。
　ぜひ、ご活用ください。
覆市内に在住・在勤・在学している
５人以上の方で構成された団体・グ
ループ
沸無料

　
「
突
然
雨
ど
い
の
無
料
点
検
を

す
る
と
業
者
が
訪
ね
て
き
て
、
修

理
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
」「
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
、
知
ら
な
い
相
手

か
ら
利
用
料
金
の
請
求
メ
ー
ル
が

届
い
た
」「
生
活
苦
に
な
り
借
金

を
し
た
が
、返
済
に
困
っ
て
い
る
」

な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
商
品
や
契
約
な
ど
で
少
し
で
も

心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
相
談
員
が
状
況
に
応
じ

て
、
助
言
や
あ
っ
せ
ん
（
解
決
の

た
め
の
事
業
者
と
の
交
渉
の
お
手

伝
い
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
電
話
ま
た
は

面
談
で
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

腹
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

　「総合消費料金未納分訴訟最終通知書のお知らせ」
などと書かれた架空請求のはがきや封書にご注意く
ださい。
　記載された電話番号に電話をかけると、弁護士な
どの紹介費用や訴訟取り下げ費用として多額の金銭
を要求されてしまいます。
　「民事訴訟管理センター」などは実在しません。
　また、訴状は、はがきや普通の封書のように郵便
受けに投げ込まれることはありません。
　このようなはがきや封書が届いても、絶対に連絡
しないでください。慌てず無視しましょう。 出前講座実施中

ご
存
じ
で
す
か
？�

八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

民事訴訟管理センター
だけでなく、
・国民訴訟通達センター
・国民訴訟お客様管理セ
ンター
・訴訟最終告知通達セン
ター
・地方裁判所管理局　
などと記載されているこ
ともあります。

取り下げ最終期日が届い
た翌日～２日後に設定さ
れているのも特徴です。
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市
役
所
庁
舎
前
駐
車
場
に
出
店

す
る
模
擬
店
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

腹
１０
月
２７
日
㈰　
午
前
９
時
～
午

後
４
時

複
市
役
所
庁
舎
前
駐
車
場

覆
八
潮
市
商
工
会
員
ま
た
は
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
・
個
人

・
団
体

淵
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
に
よ
る
出
店

▼
地
場
産
品
、
自
社
取
り
扱
い
製

品
・
商
品
に
限
り
ま
す
。

▼
テ
ン
ト
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
が
、
電
源
お
よ
び
排
水
設
備
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
発
電
機
の

使
用
も
原
則
禁
止
と
し
ま
す
。

▼
飲
食
料
品
販
売
者
は
、
保
健
所

へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
火
気
を
取
り
扱
う
場
合
は
消
火

器
の
設
置
が
必
須
で
す
。

沸
１
万
５
千
円
（
１
コ
マ
）

仏
８
月
１９
日
午
前
９
時
か
ら
、
所

定
の
申
込
書
に
出
店
料
を
添
え
て

八
潮
市
商
工
会
へ
（
申
込
順
）。

※
詳
し
く
は
、
八
潮
市
商
工
会
青

年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.yashio.or.jp/yss/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
店
説
明
会（
出
店
場
所
の
抽
選
）

腹
９
月
３
日
㈫　
午
後
７
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

◇

物
や
し
お
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
商
工
ま
つ
り
部
会
（
商
工
会
青

年
部
）
☎
９９６
・
１
９
２
６

や
し
お
市
民
ま
つ
り
模
擬
店
・

物
産
展
示
即
売
会
出
店
者
募
集

意見募集の結果
意見募集の期間　2月10日～3月11日
件数　36件
意見の概要　人道橋7件、八潮市から草加市方向への一方通行14件、方向の明
示がされていない一方通行2件、大型車規制7件、渋滞対策2件、その他４件（説
明会開催時の意見も含む）
意見募集後の検討状況
　草加市との協議では、橋の延命化、利便性の確保、歩行者空間の確保、交通
渋滞の抑制という点において意見が一致したため、手代橋を大型車両の通行止
めとし、一方通行とすることで検討を進めています。
今後について
　9月に手代橋周辺の数地点で、交通量を始めとした調査を実施し、その後そ
れぞれの一方通行に対する影響を交通渋滞の抑制などの観点から検証を行い、
一方通行の向きを決定していきます。
　決定後、市民の皆さんにお知らせします。

物道路治水課☎奮４２５

　綾瀬川に架かる手代橋（草加市と共同管理）については、平成31年1～2月に
現状説明会を開催し、2～3月に今後のあり方について意見募集を行いました。
　その結果と、その後の草加市との検討状況についてお知らせします。

手代橋の今後の利用方法

　地域に根ざした学校づくりを目指し､地域の皆さんとコミュニケーションを図るため次の22講座を開設します。物社会教育課☎奮３６５

生涯学習学校開放講座

覆市内在住・在勤・在学の方
仏各講座の申込期限（消印有効）までに、電話、往復はがき、電子メールまたは
電子申請で社会教育課（メールアドレスshakaikyoiku@city.yashio.lg.jp）へ
往復はがき　往信裏面に希望講座名、開催学校名、氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、返信表面の宛名に申込者の住所、氏名を記入
※申し込みは、講座ごと（記入は1講座1人まで）必要です。

※定員に満たない講座は、申込期限後でも受講できる場合がありますので、
お問い合わせください。なお、申込者が5人未満の場合や講師の都合などに
より、講座を中止・変更する場合があります。
※各講座で必要な持ち物については市ホームページをご覧になるか、社会教
育課へお問い合わせください。

令和元年度

全講座共通

開催学校名 講座名 日時 学習内容 定員 参加費 申込期限

八條小学校 じっくり深く英語学習 10月4日~12月6日（11月15日・29日を除く毎週金曜日
・全8回）　午後5時30分~7時30分

英語学習の基礎を体験し、楽しく学ぶ勉強の仕方な
ど、家庭でもできる英語力を高める方法を学ぶ※中
学生以上が対象

15人 無料 9月27日

潮止小学校

楽しい書道（漢字）
―初心者から経験者まで―

8月29日~10月17日（毎週木曜日・全8回） 
午前10時~正午

筆の持ち方、基本の説明、自分の名前・漢字（楷書
・行書）を書く、祝儀袋に書くなどの基礎 20人 1,500円

（初回徴収）
8月23日

ソフト樹脂粘土で作る
ギフト&インテリア小物

8 月29日~10月17日（毎週木曜日・全8回）
午後 1 時~ 3 時

簡単に出来る、バラの花やインテリア小物などの作
品作り 20人 3,000円

（初回徴収）
すてきなかな書道で書く
俳句と百人一首

10月24日~12月19日（11月14日を除く毎週木曜日・全
8回）　午前10時~正午

筆の持ち方、基本の説明、自分の名前を書く、かな
を書く（俳句・百人一首）、作品づくり 20人 1,500円

（初回徴収）
10月21日

　和紙ちぎり絵教室 10月24日~12月19日（11月14日を除く毎週木曜日・全
8回）　午後1時~3時

基本の花を描きながら基礎を学び、果物や景色の簡
単なちぎり絵を作成 20人 毎回800円

八幡小学校

心も体もリフレッシュ
軽スポーツ講座

9月27日~11月22日（10月18日を除く毎週金曜日・全8
回）　午後7時~9時

グランドゴルフ、さいかつぼーる、ミニテニス、バ
ドミントン、卓球など 20人 無料 9月19日

表計算ソフト初級及び
インターネット活用講座

9月5日㈭・13日㈮・19日㈭・27日㈮、10月11日㈮・
24日㈭ （全6回）　午後5時30分~7時30分

電源の入れ方からパソコンの基本操作、基本的な関
数と表の作成、インターネット活用術など 15人 無料 9月2日

松之木小学校

手作りの温もりを伝える
絵手紙講座

10月3日~11月28日（11月14日を除く毎週木曜日・全8
回）　午後2時30分~4時30分

筆の持ち方、線の練習、野菜や果物、花を描く、年
賀状づくりなど 20人 1,300円

（初回徴収） 9月27日

誰でもできる太極拳講座 9月6日~10月25日（毎週金曜日・全8回）　
午後6時30分~8時30分

「楊名時健康太極拳」および「八段錦（気功）」呼吸
法と基本的動作に重点をおいた稽古 20人 無料 9月2日

初級者のための
パソコン講座

10月10日~12月5日（11月14日を除く毎週木曜日・全8
回）　午後5時30分~7時30分

パソコンの基本操作､ 文書作成、写真の挿入、名刺
づくり、年賀状づくりなど 20人 無料 10月7日

中川小学校 楽しい気功・太極拳 9月6日~10月25日（毎週金曜日・全8回）　
午後7時~9時

人体の健康､ 気功と健康の関係、気功、太極拳、部
分稽古､ 稽古の具体的な効用など 20人 無料 9月2日

八條北小学校 初心者のための
パソコン講座

10月3日~10月24日（毎週木曜日・全4回）　
午後6時~8時

電源の入れ方から写真の取り込みまで、気軽に親し
める講座 5 人 無料 9月27日

大瀬小学校
和太鼓講座 10月8日~11月26日（毎週火曜日・全8回）　

午後6時~8時
「基本の打ち方」、｢ぶち合わせ太鼓｣ グループによ
る打ち方、発表会の練習、発表会 20人 無料

10月3日
コーラス講座 10月8日~11月26日（毎週火曜日・全8回）　

午後6時~8時
発声練習､ 練習曲メロディーの学習､ パートごとの
練習、合唱練習 30人 無料

大原小学校

初心者のための短期集中
タブレットパソコン講座

9月6日㈮・9日㈪・11日㈬・13日㈮・17日㈫・19日㈭（全
6回）　午後6時~8時

電源の入れ方から年賀状作りまで、誰でもタブレッ
トパソコンに親しめる講座です 20人 無料 9月2日

　楽しもう!軽スポーツ講座 11月5日㈫・8日㈮・11日㈪・15日㈮・18日㈪・22日
㈮（全6回）　午後6時~8時 バドミントン、卓球、ソフトテニスなど 20人 無料 10月30日

柳之宮小学校 カラー魚拓教室 9月6日~11月1日（10月18日を除く毎週金曜日・全 8
回）　午前10時~正午

魚拓のとり方を最初から順に学んで、生き生きとし
たカラーの作品を作って楽しむ 8 人 1,738円

（初回徴収） 9月2日

八潮中学校 イギリス英会話教室 9月28日~11月23日（10月12日・19日、11月9日を除く
毎週土曜日・全6回）　午前10時~正午

ペアやグループ対話を通じ、異文化と国際理解など
を学ぶ（中学校レベルの英語） 15人 無料 9月19日

大原中学校 はじめての論語 10月26日㈯、 11月2日㈯・10日㈰・16日㈯・23日㈷・30日
㈯、12月7日㈯・14日㈯（全8回）　午前9時~11時 論語の朗読・考察（初心者の方でも参加できます） 20人 840円

（初回徴収） 10月21日

八條中学校

楽しい図工教室 9月14日~11月23日（9月21日、10月12日、11月16日を
除く毎週土曜日・全8回）　午後2時~4時

身近な素材である紙を用いて、立体表現を楽しむ（前
半は紙粘土、後半はペーパークラフト） 10人 1,500~2,000円

（初回徴収） 9月9日

筝
そう

曲
きょく

教室 9月7日~11月9日（9月21日、10月12日を除く毎週土曜
日・全8回）　午後2時~4時

琴の演奏を楽しく学ぶ（初心者の方でも参加できま
す） 20人 無料 9月2日

折り紙教室 11月16日㈯・23日㈷・30日㈯、12月 7 日㈯・14日㈯
・21日㈯、 1 月12日㈰（全7回）　午後2時~4時

子ブタの運動会、箱（ハウス）、バラの花、干支（子）、
キャラクター、物入などの作品を作る 20人 毎回300~

1,000円 11月11日
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

会
議
の
開
催

●
八
潮
市
防
災
会
議
の
傍
聴

腹
８
月
２０
日
㈫　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
八
潮
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
３
９

●
第
１
回
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍

聴腹
８
月
２７
日
㈫　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
第
６
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
、

第
５
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
実
績

報
告
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

●
第
１
回
八
潮
市
青
少
年
健
全
育
成
審
議

会
の
傍
聴

腹
８
月
２８
日
㈬　
午
後
２
時
～
（
受
付
＝

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
）

複
教
育
委
員
会
会
議
室

淵
青
少
年
健
全
育
成
事
業
報
告
な
ど
に
つ

い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
２
回
市
民
活
動
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
８
月
２９
日
㈭　
午
後
２
時
～

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４

淵
提
言
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
４
６
５

●
第
１
回
八
潮
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

の
傍
聴

腹
９
月
６
日
㈮　
午
前
１０
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

淵
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

協
議
お
よ
び
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
交
通
防
犯
課
☎
焚
３
９
７

就
学
時
健
康
診
断

　
令
和
２
年
度
新
小
学
校
１
年
生
を
対
象

に
、
就
学
時
健
康
診
断
を
通
学
予
定
校
で

実
施
し
ま
す
。

腹
▼
１０
月
１０
日
㈭
＝
八
幡
小
学
校
▼
１０
月

１１
日
㈮
＝
松
之
木
小
学
校
▼
１０
月
１５
日
㈫

＝
八
條
北
小
学
校
▼
１０
月
１６
日
㈬
＝
潮
止

小
学
校
▼
１０
月
１７
日
㈭
＝
大
原
小
学
校
▼

１０
月
２１
日
㈪
＝
大
瀬
小
学
校
▼
１０
月
２３
日

㈬
＝
柳
之
宮
小
学
校
▼
１０
月
２５
日
㈮
＝
大

曽
根
小
学
校
▼
１０
月
２８
日
㈪
＝
八
條
小
学

校
▼
１０
月
２９
日
㈫
＝
中
川
小
学
校

※
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
に
は
、
後

日
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
学
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

物
学
務
課
☎
焚
３
６
６

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ

―
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
８
月
２８
日
㈬　
午
前
１１
時
ご
ろ

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
）
▼

こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
放
送

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

ガ
ー
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度

　

ガ
ー
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
と
は
、

農
地
所
有
者
と
市
民
の
協
働
に
よ
り
、
農

地
を
生
か
し
た
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
農
地

の
耕
作
、
管
理
な
ど
の
協
力
が
必
要
な
農

地
所
有
者
と
、
農
地
管
理
に
協
力
す
る
農

園
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
地
所
有
者
と
農
園
サ
ポ
ー
タ

ー
が
「
ガ
ー
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
と
、
農
地
所

有
者
に
対
し
て
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

腹
１１
月
２４
日
㈰

複
埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷
市
）

覆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

方
②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
排
水

設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関

し
、
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
方
④
①
～
③
に
準
ず
る
方

沸
１
万
円

受
付
期
間　
８
月
１９
日
㈪
～
９
月
２７
日
㈮

（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
（
８
月
１９
日
か

ら
下
水
道
課
で
入
手
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
下
水
道
課
☎
焚
２
６
２

若
者
向
け
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

＆
相
談
会

腹
①
８
月
２３
日
㈮
②
９
月
１３
日
㈮

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
後
２
時
～
３
時

相
談
会
＝
午
後
３
時
～
４
時
３０
分
（
１
人

３０
分
）

複
ゆ
ま
に
て
研
修
室

覆
１５
～
３９
歳
の
方

※
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

淵
①
応
募
書
類
の
書
き
方
②
採
用
面
接
の

受
け
方

※
雇
用
保
険
受
給
者
で
、
希
望
の
方
に
は

受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

弗
筆
記
用
具

払
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
１０
人
（
申
込

順
）、
相
談
会
＝
各
５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
電
話
で
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０４８
・
７４１
・
６
５
８
３
、

受
付
＝
平
日
お
よ
び
第
２
・
４
土
曜
日
の

午
前
１０
時
～
午
後
５
時
）
へ

労
働
力
調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、県
を
通
じ
て
、毎

月
「
労
働
力
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、

国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
失
業
対

策
な
ど
の
企
画
・
立
案
を
す
る
う
え
で
重

要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
統
計

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
２
３
３

交
通
事
故
被
害
者
の
家
族
へ

援
護
一
時
金
を
給
付

覆
平
成
３０
年
４
月
１
日
以
降
、
交
通
遺
児

等
と
な
っ
た
県
内
在
住
の
方

※
交
通
遺
児
等
…
１８
歳
以
下
の
方
で
、
保

護
者
が
交
通
事
故
（
陸
海
空
す
べ
て
の
交

通
事
故
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障

が
い
を
負
っ
た
方

淵
１
人
に
つ
き
１０
万
円
（
１
回
限
り
）

仏
１１
月
給
付
分
は
８
月
３０
日
ま
で
、
令
和

２
年
５
月
給
付
分
は
令
和
２
年
２
月
２８
日

ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
み
ず
ほ
信

託
銀
行
浦
和
支
店
（
〒
３３０
―
０
０
６
３
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―
１８
、
☎

０４８
・
８２２
・
０
１
９
１
）
へ

物
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
２

９
５
８

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１１０
番
」
強
化
週
間

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

腹
８
月
２９
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬　
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午

前
１０
時
～
午
後
５
時
）

淵
電
話
相
談　
錆
０
１
２
０・００７・１１０
（
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
委
員
会

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
制
度

　
県
で
は
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
建
築
物
の

う
ち
、
診
療
所
や
店
舗
、
福
祉
施
設
な
ど

の
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
で
一
定

規
模
以
上
の
建
築
物
に
対
し
て
、
耐
震
診

断
、
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
耐
震
改
修
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

物
県
建
築
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
５
２
７

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

補
助
制
度

　
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
お
そ

れ
の
あ
る
吹
付
け
材
の
含
有
調
査
お
よ
び

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
工
事
に
対
す
る

費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

物
県
建
築
安
全
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
５
２
５

離
職
中
の
看
護
職
の
方
は
届
け
出
を

　
看
護
職
の
有
資
格
者
で
、
未
就
業
の
方

は
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
看
護
師
等
の
届
出
サ
イ
ト

「
と
ど
け
る
ん
」（https://todokerun.

nurse-center.net/todokerun/

）
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

物
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
届
出
専
用
）
☎

０４８
・
６２０
・
７
３
３
９

　
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

昼ひ
る

間ま　
悦え

つ

子こ

氏�

任
期
（
令
和
元
年
７
月
１
日
～
令
和
４
年
６
月
３０
日
）

人
権
擁
護
委
員

　外国人労働者の受入れ拡大を目的とした新在留資格「特定
技能」を盛り込んだ改正出入国管理法が２０１９年４月１日より施
行されました。今後、日本で働く外国人はさらに増えると考
えられています。言葉や宗教、習慣などの違いから、外国人
を避けてしまうことは、外国人の人権を侵害することになり
ますので、外国人への差別が起きないよう努めなくてはいけ
ません。
　しかしながら、現在も「外国人だから」とアパートの入居
や公衆浴場の入浴を断られることや、外国人が罪を犯すと、
その国の人すべてが悪いようなイメージを持たれてしまうこ
とがあります。また、各地で行われているデモにおいて、特
定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動、いわゆる「ヘイト
スピーチ」が公然と行われている状況もあります。
　２０２０年には、オリンピック・パラリンピックが東京を中心
に開催されます。今後、ますます外国人と接する機会が増加
する今こそ、「外国人だから」と偏見を持つのではなく、ま
ずはコミュニケーションをとり、相手を知ることによって、
お互いの人権が尊重された多文化共生社会が実現できるよう
心がけましょう。
　埼玉県では、「すべての県民がお互いの人権を尊重しなが
ら共に生きる社会」の実現に向けて、「人権尊重社会をめざ
す県民運動」を展開しています。

外国人の人権
～多文化共生社会の実現に向けて～

人 権 そ れ は 愛

物社会教育課☎奮365、人権・男女共同参画課☎奮811

８月は「人権尊重社会をめざす県民運動強調月間」です。


